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ヒルガオ科の多年草であるハマヒルガオ（浜昼顔）は５～

６月頃、全国各地の海岸や湖岸で砂地を這うように群生し

ます。ハマヒルガオの花言葉『絆』は、地下に茎を伸ばし、

花同士がつながっている特徴が由来とされています。

鳥取砂丘では５月下旬、ハマヒルガオが見頃を迎え、「馬

の背」を越えた海岸部や砂丘入り口の階段付近などでアサ

ガオ状の淡いピンク色した可憐な花が見られました。

今 月 の 表 紙

ハマヒルガオ（鳥取砂丘）

〒680-0923 鳥取市服部15-3　☎0857-38-4400 ☎0857-38-4411(旧セレモニーサービス鳥取)
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
５
月
８
日
（
水
）、

公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取
県
と
の

３
者
連
携
事
業
「
環
大
生
×
企
業
に

よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
鳥
取
市
尚

徳
町
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
催

し
、
企
業
や
環
境
大
学
の
学
生
ら
81

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
２

１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
鳥
取
環
境

大
学
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
携
事
業
」
が

前
身
。
今
年
度
か
ら
鳥
取
県
商
工
政

策
課
が
参
画
し
、
事
業
名
を
新
た
に

３
者
で
県
内
企
業
の
環
境
課
題
な
ど

の
解
決
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
で
す
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
木
下
部
会
長

は
「
鳥
取
県
が
加
わ
り
、
企
業
側
と

し
て
発
展
的
に
活
動
が
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
。
我
々
で
は
思
い

浮
か
ば
な
い
若
い
世
代
の
発
想
で
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
事
業
に
取
り
組
む
企

業
や
団
体
６
社
が
課
題
の
背
景
を
発

表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
学
生
が
教
員

と
と
も
に
行
う
研
究
活
動
に
つ
い
て

方
針
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
大
同
端
子
製
造
㈱
の

若
川
大
介
代
表
取
締
役
は
、
自
社
の

課
題
テ
ー
マ
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
工
場
内
の
電
力
消
費
量
の
可
視

化
」
に
つ
い
て
発
表
。
複
雑
に
な
っ

て
い
る
工
場
内
の
電
気
配
線
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
、
工
場
内
の
暑
さ
対

策
や
電
力
消
費
量
の
抑
制
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
学
生
は
、
Ｃ
Ｏ
２

や
騒
音
計

な
ど
を
搭
載
し
た
小
型
マ
イ
コ
ン
の

計
測
か
ら
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
電
力
需

要
を
予
測
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
㈱
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
鳥
取

は
、
河
川
敷
な
ど
か
ら
刈
り
取
っ
た

草
を
堆
肥
に
加
工
し
て
い
る
企
業
。

農
業
や
公
共
工
事
に
使
わ
れ
て
い
る

堆
肥
の
商
品
開
発
や
新
た
な
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
企
業
と
学
生
が
一

緒
に
な
っ
て
研
究
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
㈱
ア
サ
ヒ
メ
ッ
キ
と
菌
興
椎
茸

協
同
組
合
は
、
従
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
環
境
課
題
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
環
境
課
題
は
、

１
年
通
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
来

年
２
月
頃
に
成
果
報
告
会
を
行
う
予

定
で
す
。

　　
工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学

工
業
部
会
・
公
立
鳥
取
環
境
大
学
・
鳥
取
県

・
鳥
取
県

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　    

環
大
生
が
企
業
課
題
に
取
り
組
む

環
大
生
が
企
業
課
題
に
取
り
組
む

キックオフイベントの様子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

《 今年度取り組む課題 》

●美保テクノス㈱

「建設業におけるCO2排出量算出モデルの構築」

●大同端子製造㈱

「ＡＩを活用した工場内の電力消費量の可視化」

●(一社)日本ドローン海岸漂着ごみ回収事業推進協会

(㈱ｓｋｙｅｒ､北溟産業㈲)

「衛星データとドローンによる海岸漂着ごみ対策」

●㈱アサヒメッキ

「メッキ排水の再生利用技術」

●㈱エコ・ファーム鳥取

「100％天然由来 刈草堆肥のブランド化・販路開拓」

●菌興椎茸協同組合

「生分解性素材による椎茸種菌の保護蓋の開発」

〔資
源
循
環
〕

〔脱
炭
素
化
〕

〔環
境
負
荷
低
減
〕
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我が社の新入社員のなかで、出勤しなくなり行方不明になってしまった

者がいます。採用に際して確保していた身元保証人と連絡を取り合いな

がら長い間待ちましたが、もはや解雇せざるを得ないと考えています、身元保証

人に解雇通知を行うことで解雇したいと考えていますが、有効でしょうか？

今回は行方不明者の解雇について説明します。社員が突然出勤しなくな

りその後音信が途絶えてしまうケースが近年増加しています。このよう

なケースでは、身元保証人を介して行方を知ることや、出勤の再開が期待できま

すし、仮に退職することになっても身元保証人を介して退職の意思表示をしてもらうことができますので、

解雇を回避できます。採用に際して身元保証人を確保しておく方がよいでしょう。

　身元保証人を介して行方を知ることができなかった場合、解雇を余儀なくされますが、解雇が有効とな

る要件として、その従業員に対し解雇通知をしなければなりません。したがって、身元保証人に対して解

雇通知しても解雇は有効となりません。

　この場合裁判所を介して公示による意思表示（民法98条）の方法により解雇通知することになりますが、

手続がやや煩雑です。

　そこで、就業規則に、一定の期間だけ無断で欠勤したときには、その社員を当然退職とする旨定めてお

くことことで、行方不明であっても解雇するにあたって通

知することが不要となります。

　なお、たとえ行方不明中であっても在職中は社会保険料

などが発生しますので、従業員負担分は会社が立替して、こ

れを身元保証人に請求することが可能です。

 行方不明者の解雇行方不明者の解雇事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
159

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

Q

　
管
理
職
と
し
て
の

役
割
や
行
動
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
お
う

と
５
月
14
日
（
火
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目

の
鳥
取
商
工
会
議
所

ビ
ル
で
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、

管
理
職
や
幹
部
候
補

者
ら
22
人
が
講
師
の

話
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　
講
師
は
、（
公
財
）

産
業
雇
用
安
定
セ
ン

タ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
山
口
克

司
氏
が
務
め
、
チ
ー

ム
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
会
話
術
演
習
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、
管
理
職
の
役
割
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
指
南
し
ま

し
た
。

　
管
理
職
の
重
要
な
役
割
は
「
部
下

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
持
ち

味
を
生
か
し
て
育
成
し
、
経
営
や
組

織
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
」
と
話

す
山
口
講
師
。
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
よ
っ
て
「
組
織
目
標
」
と
「
人

材
育
成
」
が
同
時
に
実
現
す
る
と
も

述
べ
、
部
下
の
業
務
に
対
し
て
も
自

分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
当
事
者
意

識
や
問
題
意
識
、
改
善
意
識
な
ど
、

管
理
職
が
心
掛
け
る
意
識
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
中
の

「
傾
聴
」
で
は
、
管
理
職
自
身
の
判

断
は
一
旦
留
め
、
部
下
の
話
し
た
い

こ
と
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
る
姿
勢

を
教
示
し
、
部
下
に
対
す
る
指
導
に

つ
い
て
は
、
改
善
理
由
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
上
で
、
部
下
に
ど
う

伝
わ
っ
た
か
を
確
認
す
る
な
ど
の
指

導
法
を
伝
授
。
組
織
力
を
高
め
る
た

め
に
良
好
な
関
係
性
の
構
築
に
努
め

る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

講演する山口講師

管理職向けセミナーを開催管理職向けセミナーを開催

マネジメントの基礎を学ぶマネジメントの基礎を学ぶ
管理職のあるべき姿とは管理職のあるべき姿とは
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知財無料相談会のご案内
　毎月第１金曜日にI

い ん ぴ っ と

NPIT鳥取県知財総合支援窓口 （受託機関 ： 一般社団法人鳥取県発明協会） と連携して知

財無料相談会を開催します。 ご希望の方は、 相談日前日の12時までにお申し込みください。

　特許・商標・意匠・実用新案・著作権はもちろんのこと、 売上拡大・販路拡大・商品開発などもご相談ください。

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口の支援担当者が対応します。

　１． 日　時　　７月5日 （金）　　①１３ ： 00 ～１４ ： 00、 ②１４ ： ００～１５ ： ００、 ③15:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ご希望の時間をお選びください。）

　２． 場　所　　鳥取商工会議所　会議室

申し込み・問い合わせ先　 鳥取商工会議所 経営支援一課　電話：０８５７－３２－８００５

　
日
ノ
丸
印
刷

㈱
の
鳥
取
商
工

会
議
所
職
務
執

行
者
が
、
谷
口

譲
二
氏
か
ら
中

尾
仁
徳
氏
（
常
務
取
締
役
）
＝
写
真

＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
代
表
者
変
更
】

◆
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
鳥

取
支
店

　
鳥
取
市
新
品
治
町
１
―
２

　
支
店
長
＝
石
倉
　
喜
子

◆
㈱
ア
ミ
モ
ト

　
鳥
取
市
賀
露
町
北
３
丁
目
５
―
30

　
代
表
取
締
役
＝
網
本
　
啓
司

◆
鳥
取
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
　
鳥
取
市
千
代
水
４
丁
目
37

　
会
長
＝
松
本
　
昭
夫

◆
㈲
渡
辺
化
粧
品
店

　
鳥
取
市
川
端
４
丁
目
３
０
６

　
代
表
取
締
役
＝
渡
辺
　
早
苗

【
社
名
変
更
】

◆
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
鳥

取
事
務
所
→
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
㈱
鳥
取
支
店

◆
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
　
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
＆

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
→
㈱
Ｓ
ｅ
ａ 

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

【
住
所
変
更
】

◆
ア
サ
ヒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

　
鳥
取
市
千
代
水
４
丁
目
28
→
鳥
取

市
南
隈
６
８
１

◆
㈱
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ

　
鳥
取
市
片
原
１
丁
目
１
０
７
開
発

ビ
ル
２
Ｆ
西
号
室
→
鳥
取
市
叶
93

―
３

◆
㈱
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
鳥
取
市
雲
山
１
４
７
―
４
　
ｅ

ｍ
ｉ
ｒ
ｅ
２
Ｆ
→
鳥
取
市
岩
吉

２
５
５
―
１

◆
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
衣
笠

　
鳥
取
市
東
町
３
―
１
４
１
→
鳥
取

市
賀
露
町
２
５
９
―
１

◆
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
る
ひ
な

　
岩
美
郡
岩
美
町
長
谷
８
１
４
→
鳥

取
市
吉
方
１
１
１
―
１

◆
と
ど
ろ
き

　
鳥
取
市
千
代
水
１
丁
目
１
４
３
→ 

　
鳥
取
市
栄
町
６
０
１

議議    

員員    

交交    

代代

会
員
情
報
（ 

）

敬
称
略
・

順
不
同

４
月
16
日
～
５
月
15
日
届
け
出
分

全 国 商 工 会 議 所

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば！

多様化・複雑化 の傾向にある「労災事故」から
会員企業 も 従業員 もお守りします。

会員企業には… 資金繰りに影響を与えること無く、高額な損害賠償金が支払い可能に! 従業員には… パート・アルバイトを含む全従業員を包括補償で安心!

うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

1億円を超える
高額な賠償事例が

短期間労働者、パート、
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

業務災害補償プラン
●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引などが適用された保険料
　（一般加入と比べ約半額の掛金水準）
●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能 （＊）

政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は政府労災の決定を待つ場合があります）。
（＊）精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自殺は政府労災で認定されれば補償可能

●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象

2023年5月

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[業務災害総合保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[業務災害補償保険 　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）
大同火災海上保険株式会社[業務災害補償保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっ
ては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、
お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

増加 増加 発生 厳格化
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ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年  東東京京便便  夏夏ダダイイヤヤ

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続
東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取
期間：2024年10月26日まで

Vol.86Vol.86

　鳥取大学と地域が連携して取

り組んだ実施プロジェクトの報

告会を7月3日（水）～ 7月5日（金）

13:00 ～ 17:40（終了時刻は日に

よって異なります）にオンライ

ンで開催します。今後の連携活

動の参考にご活用いただきたく

思いますので、是非ご参加をお

待ちしております。

※詳細なプログラムは、追って

当機構のホームページに掲載

予定です。

※お申し込みはメール・ホーム

ページからお願い致します。

鳥取大学地域価値創造研究教育

機構地域連携推進室

koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

■令和5年度 ローカルＣｏＲＥイノベーションプロジェクト報告会のご案内■令和5年度 ローカルＣｏＲＥイノベーションプロジェクト報告会のご案内
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　まちづくりレディース鳥取（商店街の女性の会）等

と当所が連携実施する事業。 商店主が講師となっ

て、 専門知識やプロならではのコツをゼミ方式で提

供。 お店の特徴・店主のこだわりや人柄を知って

もらい、 お客様との信頼関係を築きあげる事業で

毎年秋頃実施している。

「鳥取まちゼミ」とは…

・賃料や経費が無料！
　（但し出店料、仕入れ等に係る経費は除く）
・商工会議所職員等による創業支援あり
・店主から情報提供可能！（現場の声が聞けます）
・空き店舗の紹介あり！

◆「鳥取まちゼミ」の嬉しいメリット！◆募集概要
出店資格‥ 自分の知識、技能や趣味を活かした起業・創業
 まちなか出店を考えている方
出店場所‥パレットとっとり市民交流ホール
出店期間‥第13回鳥取まちゼミ開催期間
 令和６年11月１日（金）～ 30日（土）
 ※営業日及び営業時間（要相談）
出 店 料‥５,０００円（税込・ちらし掲載料）
 ※金額は若干変わる場合あり

申込先・問合先‥
 鳥取商工会議所流通部会　☎ 0857-32-8004
申込締切‥令和６年７月19日（金）

　起業・創業の夢を持ちながら、最初の一歩を踏み出せない方、自分の持っている
技能を活かしてお店を始めたい方など、「鳥取まちゼミ」期間中に中心市街地に出店し、
自分の腕を試したいトライアル希望者を募集します。初めての起業・創業を後押しします！

「起業・創業トライアル希望者募集！」「起業・創業トライアル希望者募集！」

～理事長兼学長就任のご挨拶～
氏　　　名　小林　朋道

 （こばやし　ともみち）

取�得�学�位　理学博士（京都大学）

専�門�分�野　動物行動学、進化心理学

　令和６年４月に公立鳥取環境大学理事長・学長に就任し

ました小林朋道でございます。

　本学の理念は「人と社会と自然との共生の実現に貢献す

る有為な人材の育成」です。最近使われる言葉では「持続

可能な社会」、SDGsの内容とほぼ合致していると思いま

す。

　世界は今、「脱炭素社会」にむけて懸命の努力を行って

います。もちろんこの問題も何としても乗り越える必要が

ありますが、人と社会と自然が共生する持続可能な社会、

そしてその社会の発展の実現を少し長い目で見ると、当然

のことながら、それだけでは不十分です。特に自然生態系

の保全も重要な課題になってきます。

　宇宙船内で人が活動することができるのは、宇宙船内に、

酸素や浄化された水、適切な温度などを供給する生命維持

装置があるからです。地球もまったく同じです。最終的に、

地球という宇宙船で人類が生きられる条件をつくってくれ

ている生命維持装置は自然生態系です。人工の宇宙船の生

命維持装置の部品は主に金属やプラスチックでできていま

すが、地球の生命維持装置の部品は主に野生生物です。

　よく言われるように、温暖化や自然生態系の破壊という

状況は大きなビジネスチャンスです。鳥取の環境をうまく

生かして企業活動の発展に結びつけるアイデアが求められ

ています。

　本学は鳥取商工会議所、鳥取県と連携して、去る５月８

日、環大生×企業によるSDGs共創プロジェクトのキック

オフイベントの開催を行いました。そこでは６社の企業と

の連携が発表されましたが、若者の発想と教員の専門力を、

各々の企業の課題の解決、取り組みの進展に向けて役立て

ようとする試みは、鳥取県の経済発展の一助になる可能性

をもつと同時に、学生たちの成長につながり、また、これ

から進学を考えている受験層の人たちへの本学の魅力にも

なりうると考えています。

　今後もこういった、企業と大学の連携が益々盛んになる

ことを願っています。どうぞよろしくお願い致します。

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.14Vol.14



協会けんぽ鳥取支部からのお知らせ

鳥取県と協会けんぽ鳥取支部は協働で、事業所と社員の健康づくりを推進していく取り組みとして、「健康経営
マイレージ事業」を実施しています。健康経営を継続して取り組んでいただけるよう、様々な健康づくりを手助
けする資料の提供や担当者向けの研修会やセミナー開催等のサポートを行っています。
さらに、表彰制度を設けており、 1年間に取り組んでいただいた健康づくり内容に応じて「鳥取県知事表彰」・
「協会けんぽ鳥取支部長表彰」を行っています。

健康経営マイレージ事業とは︖

参加条件はありません。協会けんぽ加入事業所であれば、
皆さま参加できます︕
まずは、「社員の健康づくり宣言」を協会けんぽ鳥取支部へ
FAX(0857-25-0060)や郵送でご提出ください。
ご提出後、事業所へ「認定証」や「事例集」など、健康づく
りをサポートするお役立ちセットをお届けします︕

事業所で取り組む健康づくりの目標を明確にしましょう。協会けんぽでは、簡単に目標を
設定するための『社員の健康づくりステップアップシート』をご用意しています。シート
では、5つの健康に関する目標プランの中から、事業所の状況にあった目標を選び、
FAX（0857-25-0060）か郵送で鳥取支部に提出していただきます。

健康経営マイレージ事業の効果と課題

こちらから
『社員の健康づくり宣言書』

をダウンロード︕↓

参加事業所は健診受診率が高く、病気の早期
発見・重症化予防につながり、医療費が低く
なっていると考えられます。また、その効果
は保険料率にも表れており、令和6年度健康

睡眠
要改善

運動
不足喫煙率

血圧
リスク
保有

外来費入院費健診
受診率

％％％％円円％単位

40.680.827.347.2102,71853,32972.8参加
事業所

39.980.326.547.6109,55758,22648.3未参加
事業所

事業の効果は様々なかたちで表れていますが、基礎となる生活
習慣や健康リスク面ではまだ効果として出ていません。将来的
な医療費の上昇や保険料率の上昇を防ぐために「ステップアッ
プシート」のご提出をお願いいたします︕

協会けんぽと「会社の健康づくり」を始めてみませんか︖
鳥取商工会議所ならびに会員の皆さまには、日頃、協会けんぽの事業に対しご理解ご協

力をいただいておりますことをお礼申し上げます。
今回、「健康経営マイレージ事業」への参加とステップアップについてご案内致します。

健康経営は、人材の確保や生産性の向上、さらには健康保険料負担の軽減にもつながりま
す。ぜひ、多くの事業主の皆さまの事業へのご協力をお願い申し上げます。

全国健康保険協会（協会けんぽ）って︖
主に中小企業を対象とした医療保険を運営しています。
本部と各都道府県に1つの支部で構成されており、支部単位で
地域の実情に応じた取り組みを実施しています。

協会けんぽ加入者数
(令和5年12月時点データ)

全国 約264万事業所
約3,964万人

鳥取支部 約1万747事業所
約19万人

どうやって事業に参加するの︖

参加したその後は︖

TEL︓0857-25-0051

お問い合わせ先
〒680-8560
鳥取市今町2－112
アクティ日ノ丸総本社ビル 5階

保険料率
も
9.68％
と中四国
地区で最
も低い料
率となっ
ています。

(令和3年度 健診受診率、被保険者一人当たり医療費の比較）

吉田支部長

鳥取商工会議所報
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

実
務
家

NEW
センベイブラザーズのブランド戦略
  公開期間：2024年6月上旬〜8月末

笠原 健徳 85分
健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

世界遺産検定マイスターが伝える
地域のブランド力とは あけ ひとみ 45分

一
般
経
営

小規模事業者持続化補助金セミナー
〜経営計画作成のポイント〜 髙坂 竜太 55分 日本茶は捨てたもんじゃない！ ブレケル・

オスカル　 35分

NEW
徳川幕府の経済政策
〜日本経済復活のヒントを探る〜（３）

岡田　 晃 19分 法
律

労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

研
修
・
人
材
育
成

Z世代との接し方に困っている
40代、50代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分 労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98分

今どき若手社員への接し方、教え方
  公開期限：2024年6月末 伊藤 誠一郎 80分 税

務・財
務

経
理

NEW
経理担当者向け　経理入門
  公開期限：2024年8月末

小池　 俊 85分

“お笑い芸人流”すぐ使えて、
しっかり伝わるコミュニケーション術
  公開期限：2024年6月末

桑山　 元 80分
基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」
令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ： 鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp



協会けんぽ鳥取支部からのお知らせ

鳥取県と協会けんぽ鳥取支部は協働で、事業所と社員の健康づくりを推進していく取り組みとして、「健康経営
マイレージ事業」を実施しています。健康経営を継続して取り組んでいただけるよう、様々な健康づくりを手助
けする資料の提供や担当者向けの研修会やセミナー開催等のサポートを行っています。
さらに、表彰制度を設けており、 1年間に取り組んでいただいた健康づくり内容に応じて「鳥取県知事表彰」・
「協会けんぽ鳥取支部長表彰」を行っています。

健康経営マイレージ事業とは︖

参加条件はありません。協会けんぽ加入事業所であれば、
皆さま参加できます︕
まずは、「社員の健康づくり宣言」を協会けんぽ鳥取支部へ
FAX(0857-25-0060)や郵送でご提出ください。
ご提出後、事業所へ「認定証」や「事例集」など、健康づく
りをサポートするお役立ちセットをお届けします︕

事業所で取り組む健康づくりの目標を明確にしましょう。協会けんぽでは、簡単に目標を
設定するための『社員の健康づくりステップアップシート』をご用意しています。シート
では、5つの健康に関する目標プランの中から、事業所の状況にあった目標を選び、
FAX（0857-25-0060）か郵送で鳥取支部に提出していただきます。

健康経営マイレージ事業の効果と課題

こちらから
『社員の健康づくり宣言書』

をダウンロード︕↓

参加事業所は健診受診率が高く、病気の早期
発見・重症化予防につながり、医療費が低く
なっていると考えられます。また、その効果
は保険料率にも表れており、令和6年度健康

睡眠
要改善

運動
不足喫煙率

血圧
リスク
保有

外来費入院費健診
受診率

％％％％円円％単位

40.680.827.347.2102,71853,32972.8参加
事業所

39.980.326.547.6109,55758,22648.3未参加
事業所

事業の効果は様々なかたちで表れていますが、基礎となる生活
習慣や健康リスク面ではまだ効果として出ていません。将来的
な医療費の上昇や保険料率の上昇を防ぐために「ステップアッ
プシート」のご提出をお願いいたします︕

協会けんぽと「会社の健康づくり」を始めてみませんか︖
鳥取商工会議所ならびに会員の皆さまには、日頃、協会けんぽの事業に対しご理解ご協

力をいただいておりますことをお礼申し上げます。
今回、「健康経営マイレージ事業」への参加とステップアップについてご案内致します。

健康経営は、人材の確保や生産性の向上、さらには健康保険料負担の軽減にもつながりま
す。ぜひ、多くの事業主の皆さまの事業へのご協力をお願い申し上げます。

全国健康保険協会（協会けんぽ）って︖
主に中小企業を対象とした医療保険を運営しています。
本部と各都道府県に1つの支部で構成されており、支部単位で
地域の実情に応じた取り組みを実施しています。

協会けんぽ加入者数
(令和5年12月時点データ)

全国 約264万事業所
約3,964万人

鳥取支部 約1万747事業所
約19万人

どうやって事業に参加するの︖

参加したその後は︖

TEL︓0857-25-0051

お問い合わせ先
〒680-8560
鳥取市今町2－112
アクティ日ノ丸総本社ビル 5階

保険料率
も
9.68％
と中四国
地区で最
も低い料
率となっ
ています。

(令和3年度 健診受診率、被保険者一人当たり医療費の比較）

吉田支部長

鳥取商工会議所報
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改正の背景・よくある質問については次ページをご覧ください！
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統一試験（ペーパー試験） 試験日 申込期間 

168 回（1～3 級） 

169 回（2～3 級） 2025 年 2 月 23 日（日） 

1 1 月 17日（日） 

2025 年 1 月 6 日（月）～1 月 22 日（水） 

9 月 ３ ０ 日（月）～1 0 月 16日（水） 

ネット試験（2～3 級、初級、原価計算初級） 施行日はネット試験会場が決定します。 

受験料（税込） 

1 級 8,800 円 / 2 級 5,500 円 / 3 級 3,300 円 / 初級・原価計算初級 2,200 円 

試験日 

施行日は各ネット試験会場が決定します。 

受験料（税込） 

EXPERT6,600 円 / STANDARD5,500 円 / BASIC4,400 円 / ENTRY3,300 円 

試験日 

7 月 7 日（日）、 11 月 10 日（日）、 2025 年 3 月 2 日（日） 

受験料（税込） 

6，600 円 

どの業界でも通用するビジネスパーソン必須のスキル 

ビジネス３言語の習得
［日商簿記］×［日商ビジネス英語］×［日商プログラミング］

日本商工会議所検定ホームページ 

https://www.kentei.ne.jp/ 
詳細は

鳥取商工会議所検定担当 
TEL 0857-32-8004 FAX 0857-22-6939 

https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/ 

検 索

日商簿記 
簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかにす

る技能です。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能力を
身につけるために、簿記は必須の知識です。 

［取得のメリット］  
企業の経営活動を会計の側面から理解することができるようになります。 

例えば、簿記の知識を持って財務諸表を見れば、企業活動を把握し、投資判断や事業・経営の 

あり方を考えることができます。 

日商プログラミング 情報技術の基盤となるプログラミングスキルと論理的思考力を 

体系的に習得することができる試験です。 

［取得のメリット］  

社会人必須の論理的思考力、問題解決力の向上に役立ちます。また、企業のシステム開発・ 
改良をはじめ、生産性向上を具現化するデジタル利活用能力を飛躍的に高めることができます。 

日商ビジネス英語 
新たにスピーキング・リスニングを導入し、実際のビジネスシーン 

（電話応対・会議・交渉・接遇等）におけるコミュニケーションツール 
としての英語力を判定します。 

［学習・受験のメリット］  

気軽なやり取りから、周囲に一目置かれる表現を使いこなせる英語力や、国際取引に関わる者が 

業務遂行のために理解しておきたい貿易実務の基礎知識などを身につけることができます。 

日商検定 

変化するビジネスモデルに対応するため

に、新しいスキルや知識を学ぶ「リスキリ

ング」を国も応援しています。 

商工会議所の検定試験は業種・業態を

問わず広く活用いただける資格を取り

揃えていますので、チャレンジしてみて

ください。 
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鳥取商工会議所報
VOL760.2024.6.15

14

306
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
梅
雨
の
候
、
紫
陽
花
の
花
が
彩
り
を
増
す

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
長
雨
が
続
く
こ
の
時

期
、
し
と
し
と
と
降
り
続
く
雨
が
大
地
を
潤

し
、
緑
が
一
層
深
ま
る
様
子
は
、
自
然
の
力

強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
梅
雨
空
の
下
で
も

美
し
く
咲
き
誇
る
紫
陽
花
は
、
私
た
ち
の
心

に
鮮
や
か
な
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。
季

節
の
変
わ
り
目
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ
ま
、
く
れ
ぐ
れ
も

無
理
を
せ
ず
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
活
動
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、

４
月
26
日
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
た
春
の
全

国
会
長
会
議
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
初
め

て
訪
れ
た
東
京
商
工
会
議
所
の
会
館
で
は
、

そ
の
美
し
さ
と
壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
多
く
の
貴
重
な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
特
に
全
国
の
単
会
会
長
と
の
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
新
し
い

視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
び
を
し
っ
か
り
と
持

ち
帰
り
、
今
年
度
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
は
、
今

年
も「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」の
主
催
で
、
鳥

取
青
年
会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青

年
中
央
会
と
共
に
三
青
協
が
協
力
し
、
袋
川

に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
掲
揚
期
間
中

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
風
に
乗
っ
て
優
雅
に

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
が
、
訪
れ
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
癒
し
と
楽
し
み
を
提
供
し
ま
し
た
。
家

族
連
れ
や
観
光
客
が
写
真
を
撮
っ
た
り
、
川

沿
い
を
散
策
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
５
月
８
日
に
は
５
月
例
会
を
開
催
し
、
鳥

取
市
か
ら
筒
井
課
長
と
上
田
課
長
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
こ
の
例
会
で
は
、
鳥
取
駅
周
辺

と
鳥
取
中
心
市
街
地
が
今
後
ど
の
よ
う
に
発

展
し
進
化
し
て
い
く
の
か
、
分
か
り
や
す
く

説
明
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
街
づ
く
り
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
深
く
知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
青
年
部
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

が
暮
ら
す
鳥
取
の
中
心
部
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
そ
の
中
で
私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ

き
か
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
紫
陽
花
の
花
は
、
土
壌
の
酸
性
度
で
色
が

決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
得
た
知
見
を
生
か
し
豊

か
な
土
壌
を
作
る
こ
と
で
、
地
域
の
未
来
の

た
め
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
鳥
取
市
の
発
展
を
目
指

し
た
今
年
度
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
担
当
の
令
和
６
年
度
５
月
例
会
を

５
月
８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
井
上
直
前
会
長
、
冨
田
副
会
長
か
ら
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
た
め
、
過
去

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
鳥
取
市
都
市
整
備
部
ま
ち
な
か
未
来
創
造
課
の
筒
井
課
長
、
鳥

取
市
企
画
推
進
部
政
策
企
画
課
の
上
田
課
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
鳥
取

駅
周
辺
や
旧
市
役
所
周
辺
の
今
後
の
整
備
の
見
通
し
や
展
望
に
つ
い
て
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
か
ら
は
、
市
街
地
の
再
開
発
の
構
想
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
た
と
良
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
例
会
を
通
じ
て
、
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
再
認
識
と
新
た
な
視
点
・
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
糧
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
醸
成
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会 

委
員
長
　
西
根
　
健
太
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高藤会長あいさつ

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

参加したメンバー

５
月
例
会
開
催

５
月
例
会
開
催

例会の様子

　    　山下 雅裕 君
　  （やました まさひろ）
事 業 所 名  ㈱メモワールイナバ
所属委員会  政策提言委員会

　    　 西島 瑞人 君
　    （にしじま みずと）
事 業 所 名  明徳セメント工業㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　 水田 慎吾 君
　    （みずた しんご）
事 業 所 名  ㈱バード保険事務所
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　淺井 研人 君
　    （あさい けんと）
事 業 所 名  鳥取市役所
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　  　  奥村 知美 君
　    （おくむら ともみ）
事 業 所 名  Aerial Yoga Natural
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新入会員（３名）

勇壮な神輿

参加したメンバー

こいのぼり設置の様子

交代会員（２名）

　「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
鳥
取
青
年
会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企

業
青
年
中
央
会
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
三
青
協
が
協
力
し
４
月

27
日
、
袋
川
に
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

鳥
取
市
の
中
心
市
街
地
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
鳥
取
市

の
春
の
風
物
詩
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
実
施
団
体
の
高
齢
化
に
よ
る
継
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
団
体
の
連
携
に
よ
り
無
事
に
掲
揚
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
０
０
匹
以
上
の
こ
い
の
ぼ
り
が
袋
川
の
上
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
泳
ぎ
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
５
月
18
日
に
は
、
三
青
協
が
再
び
集
ま
り
、
こ
い
の
ぼ
り
の
撤
去
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
他
団
体
と
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
機
会
は
限
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
交
流
は
地
域
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
意
義

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
も
こ
の
活
動
が
認
知
さ

れ
、
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
贈
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

鳥
取
市
の
春
の
象
徴
と
し
て
地
域
に
根
付
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
他
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

広
報
委
員
会
　
委
員
長 

　
大
森
　
誠

　
フ
ェ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
14
人
が
４
月
21
日
、

宇
倍
神
社
春
祭
り
「
御
幸
祭
」
に
参
加
し
、
西
日
本
一
の
重
さ
と
い
わ

れ
る
総
重
量
２
．
４
ト
ン
の
大
神
輿
を
担
ぎ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
京
都
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
京
都
神
輿
愛
好
会
の

本
職
の
方
々
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
担
ぎ
手
が
足

り
な
い
中
で
の
巡
行
と
な
り
、
毎
年
恒
例
の
宇
倍
神
社
の
階
段
を
下
る

行
程
を
断
念
し
、
坂
道
で
あ
る
側
道
を
下
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
神
輿
を
、
同
時
に
担
ぐ
の
は
40
〜
50
人
、
１
人
当
た
り
の
荷
重
は

50
〜
60
キ
ロ
に
達
し
ま
す
。
坂
道
を
下
る
の
も
至
難
の
業
で
し
た
が
、

こ
う
し
た
中
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
積
極
的
に
神
輿
を
担
い
で
い
ま
し

た
。
歯
を
食
い
し
ば
り
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
、
練
り
歩
く
姿
に

感
動
し
、
改
め
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
こ
ん
な
大
規
模
な
祭
り
が
一
の
宮
の

宇
倍
神
社
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
」「
重
く
て

大
変
だ
っ
た
が
達
成
感
が
も
の
す
ご
い
」「
ま
た
来
年
も
参
加
し
て
、
今

度
は
階
段
を
担
ぎ
た
い
」と
う
れ
し
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
フ
ェ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
同
好
会
は
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
持
っ
た
地
域
の
祭
り
に
参
加
し
、
鳥
取
の
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

フ
ェ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
同
好
会
　
会
長
　
松
山
　
哲
平

宇
倍
神
社
春
祭
り

　
　「
御
幸
祭
」に
参
加

宇
倍
神
社
春
祭
り

　
　「
御
幸
祭
」に
参
加

袋
川 

こ
い
の
ぼ
り

　
　  掲
揚
・
撤
去
作
業
参
加

袋
川 

こ
い
の
ぼ
り

　
　  掲
揚
・
撤
去
作
業
参
加
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会
長
あ
い
さ
つ

　
梅
雨
の
候
、
紫
陽
花
の
花
が
彩
り
を
増
す

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
長
雨
が
続
く
こ
の
時

期
、
し
と
し
と
と
降
り
続
く
雨
が
大
地
を
潤

し
、
緑
が
一
層
深
ま
る
様
子
は
、
自
然
の
力

強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
梅
雨
空
の
下
で
も

美
し
く
咲
き
誇
る
紫
陽
花
は
、
私
た
ち
の
心

に
鮮
や
か
な
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。
季

節
の
変
わ
り
目
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ
ま
、
く
れ
ぐ
れ
も

無
理
を
せ
ず
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
活
動
も
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、

４
月
26
日
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
た
春
の
全

国
会
長
会
議
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
初
め

て
訪
れ
た
東
京
商
工
会
議
所
の
会
館
で
は
、

そ
の
美
し
さ
と
壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
多
く
の
貴
重
な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
特
に
全
国
の
単
会
会
長
と
の
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
新
し
い

視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
探
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
び
を
し
っ
か
り
と
持

ち
帰
り
、
今
年
度
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
は
、
今

年
も「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」の
主
催
で
、
鳥

取
青
年
会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企
業
青

年
中
央
会
と
共
に
三
青
協
が
協
力
し
、
袋
川

に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
掲
揚
期
間
中

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
風
に
乗
っ
て
優
雅
に

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
が
、
訪
れ
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
癒
し
と
楽
し
み
を
提
供
し
ま
し
た
。
家

族
連
れ
や
観
光
客
が
写
真
を
撮
っ
た
り
、
川

沿
い
を
散
策
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
５
月
８
日
に
は
５
月
例
会
を
開
催
し
、
鳥

取
市
か
ら
筒
井
課
長
と
上
田
課
長
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
こ
の
例
会
で
は
、
鳥
取
駅
周
辺

と
鳥
取
中
心
市
街
地
が
今
後
ど
の
よ
う
に
発

展
し
進
化
し
て
い
く
の
か
、
分
か
り
や
す
く

説
明
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
街
づ
く
り
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
深
く
知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
青
年
部
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

が
暮
ら
す
鳥
取
の
中
心
部
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
そ
の
中
で
私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ

き
か
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
紫
陽
花
の
花
は
、
土
壌
の
酸
性
度
で
色
が

決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
得
た
知
見
を
生
か
し
豊

か
な
土
壌
を
作
る
こ
と
で
、
地
域
の
未
来
の

た
め
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
鳥
取
市
の
発
展
を
目
指

し
た
今
年
度
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
担
当
の
令
和
６
年
度
５
月
例
会
を

５
月
８
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
井
上
直
前
会
長
、
冨
田
副
会
長
か
ら
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
た
め
、
過
去

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
鳥
取
市
都
市
整
備
部
ま
ち
な
か
未
来
創
造
課
の
筒
井
課
長
、
鳥

取
市
企
画
推
進
部
政
策
企
画
課
の
上
田
課
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
鳥
取

駅
周
辺
や
旧
市
役
所
周
辺
の
今
後
の
整
備
の
見
通
し
や
展
望
に
つ
い
て
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
か
ら
は
、
市
街
地
の
再
開
発
の
構
想
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
興
味
を
持
っ
た
と
良
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
例
会
を
通
じ
て
、
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
再
認
識
と
新
た
な
視
点
・
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
糧
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
醸
成
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会 

委
員
長
　
西
根
　
健
太

発行：令和 6年 6月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

6

高藤会長あいさつ

高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

参加したメンバー

５
月
例
会
開
催

５
月
例
会
開
催

例会の様子

　    　山下 雅裕 君
　  （やました まさひろ）
事 業 所 名  ㈱メモワールイナバ
所属委員会  政策提言委員会

　    　 西島 瑞人 君
　    （にしじま みずと）
事 業 所 名  明徳セメント工業㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　 水田 慎吾 君
　    （みずた しんご）
事 業 所 名  ㈱バード保険事務所
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　淺井 研人 君
　    （あさい けんと）
事 業 所 名  鳥取市役所
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　  　  奥村 知美 君
　    （おくむら ともみ）
事 業 所 名  Aerial Yoga Natural
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新入会員（３名）

勇壮な神輿

参加したメンバー

こいのぼり設置の様子

交代会員（２名）

　「
袋
川
を
は
ぐ
く
む
会
」
と
鳥
取
青
年
会
議
所
、
鳥
取
県
東
部
中
小
企

業
青
年
中
央
会
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
三
青
協
が
協
力
し
４
月

27
日
、
袋
川
に
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

鳥
取
市
の
中
心
市
街
地
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
鳥
取
市

の
春
の
風
物
詩
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
実
施
団
体
の
高
齢
化
に
よ
る
継
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
団
体
の
連
携
に
よ
り
無
事
に
掲
揚
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
０
０
匹
以
上
の
こ
い
の
ぼ
り
が
袋
川
の
上
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
泳
ぎ
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
５
月
18
日
に
は
、
三
青
協
が
再
び
集
ま
り
、
こ
い
の
ぼ
り
の
撤
去
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
他
団
体
と
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
機
会
は
限
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
交
流
は
地
域
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
意
義

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
も
こ
の
活
動
が
認
知
さ

れ
、
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
贈
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

鳥
取
市
の
春
の
象
徴
と
し
て
地
域
に
根
付
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
他
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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JＲ鳥取駅前の梨の実に袋かけ
　5月17日（金）、鳥取商工会議所女性会メンバーら12名が

JR鳥取駅前で梨の実に袋かけを行いました。この梨の木は

「名産二十世紀梨を育てる会」が2010年に植樹したものです。

　德田会長は「おいしい実が実るようにと思いを込めて袋

かけをしましょう」とあいさつ。温かな日差しと心地よい

風が吹く中550個余りの実に袋をかけることができました。

　秋には大きく育ち、甘くみずみずしい実が収穫できるこ

とを心待ちにしています。
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５
月
15
日
、
鳥
取
商
工
会
議
所
で

５
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鳥
取

商
工
会
議
所
青
年
部
（
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

会
長
・
高
藤
軌
晋
氏
、
令
和
５
年
度

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
委
員
長
・
池
上
裕

樹
氏
に
「
と
っ
と
り
か
ら
興
す
日
本

唯
一
の
賑
わ
い
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
石
川
県
で
開
催
さ
れ
た

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
43
回
全
国
大
会
で
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
「
第
２
回
高
校
生
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
見

事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
演
で
は
、
受
賞
ま
で
の
道
の

り
と
熱
い
思
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
は
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

～
鳥
取
愛
を
胸
に
、
地
元
企
業
の
更

な
る
飛
躍
に
貢
献
し
よ
う
～
」
を

テ
ー
マ
に
募
集
。
公
私
５
校
・
全
９

チ
ー
ム
・
生
徒
総
数
60
人
が
集
ま
り
、

半
年
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
会
員
企
業
と
高
校
生
を
マ
ッ

チ
ン
グ
。
高
校
生
は
、
各
企
業
の
課

題
を
解
決
に
導
く
プ
ラ
ン
を
高
校
生

な
ら
で
は
の
突
破
力
と
発
想
力
を
生

か
し
て
練
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
発
表

し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

鳥
取
工
業
高
校
の
チ
ー
ム
は
、
日
本

海
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
㈱
の
「
若
者

の
テ
レ
ビ
離
れ
」
と
い
う
課
題
に
対

し
「
Ｚ
世
代
を
巻
き
込
む
テ
レ
ビ
作

June 2024 女性会だより6 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club
　　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
へ
の
熱
き
想
い

　
　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
へ
の
熱
き
想
い

　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
～  

高
校
生
と
の
挑
戦

高
校
生
と
の
挑
戦  

～～
５月例会の様子

り
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
高
藤
会
長
は
「
高
校
生
の
柔
軟
な

発
想
で
新
た
な
価
値
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
『
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
』
に

繋
が
る
と
確
信
し
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
の
企
業
や
経
営
者
と

の
関
わ
り
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な

り
、
将
来
地
元
で
就
職
す
る
高
校
生

が
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
高
校
生
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
鳥
取
に
対
す
る
熱
意
と

愛
情
を
感
じ
ら
れ
、
鳥
取
の
未
来
は

明
る
い
と
実
感
で
き
る
貴
重
な
時
間

で
し
た
。
私
た
ち
女
性
会
も
、
微
力

な
が
ら
地
域
振
興
の
一
助
と
な
る
活

動
を
目
指
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

袋
か
け
の
様
子
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編　集　室
◆
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
ジ
メ

ジ
メ
し
た
時
季
の
中
、
色
鮮
や

か
な
紫
陽
花
が
涼
し
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
◆
こ
こ
で
疑

問
。
梅
の
花
の
季
節
は
過
ぎ
て

い
る
の
に
何
故
「
梅
の
雨
」
と

書
く
の
で
し
ょ
う
か
？
調
べ
て

み
る
と
諸
説
あ
る
よ
う
で
す

が
、「
梅
雨
」
は
中
国
か
ら
伝

わ
っ
た
言
葉
。
中
国
で
梅
の
実

が
熟
す
頃
に
降
る
雨
と
い
う
説

や
、
カ
ビ
（
黴
）
が
生
え
や
す

い
時
期
か
ら「
黴
梅（
ば
い
う
）」

→
旬
を
迎
え
る
梅
に
字
を
変
え

た
な
ど
の
説
が
あ
る
よ
う
で
す

◆
し
っ
か
り
と
湿
気
対
策
を
し

て
、
憂
鬱
な
梅
雨
を
快
適
に
過

ご
し
た
い
で
す
ね
！�

（
Ａ
）

鳥
取
県
立
博
物
館
　
　
　
　

　
　
　
　
企
画
展
の
ご
案
内

　
ア
ー
ト
展
実
行
委
員
会
（
鳥
取
県

立
博
物
館
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
㈱
）
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館

企
画
展
「
ア
ー
ト
っ
て
、
な
に
？
～

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
過
ご
す
、
み
る
・

し
る
・
あ
そ
ぶ
の
夏
や
す
み
～
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
▼
会
期
―
６
月
29
日（
土
）
～
８

月
25
日（
日
）
＊
休
館
日
―
７
月
29

日
（
月
）
▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
会
期
中
の
土
曜
日
は
午
後

７
時
ま
で
開
館
延
長
）
＊
入
館
は

閉
館
の
30
分
前
ま
で
▼
会
場
―
鳥

取
県
立
博
物
館（
第
１
・
第
２
・
第

３
特
別
展
示
室
）
▼
観
覧
料
―
一
般

１
０
０
０
円
（
団
体
・
大
学
生
・
70

歳
以
上
は
８
０
０
円
）
＊
高
校
生
以

下
、
学
校
教
育
引
率
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
・
難
病
患
者
の
方
・
要
介
護

者
等
お
よ
び
そ
の
介
護
者
は
無
料

【
前
売
り
】
８
０
０
円
（
販
売
は
６

月
28
日（
金
））
ま
で
）
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
鳥
取
県
立
博

物
館
（
℡
０
８
５
７
―

26
―
８
０
４
２
）

　
鳥
取
市
と
麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美

術
展
運
営
委
員
会
は
、「
第
63
回
麒

麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美
術
展
受
賞
作
品

展
×
放
哉
を
書
く
」
を
次
の
通
り
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
６
月
15
日
（
土
）
～
７
月

７
日
（
日
）
ま
で
▼
時
間
―
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午
後
４

時
30
分
）
▼
会
場
―
鳥
取
市
歴
史
博

物
館
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料
―
無

料
（
常
設
展
示
室
の
観
覧
は
別
途
観

覧
料
が
必
要
）
▼
展
示
内
容
―
鳥
取

市
美
術
展
の
受
賞
作
品
と
鳥
取
市
に

あ
る
尾
崎
放
哉
の
句
碑
の
原
書
▼
問

い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
市
歴
史
博
物
館

（
℡
０
８
５
７
―
23
―
２
１
４
０
）

　
厚
生
労
働
省
は
、
今
年
７
月
31
日

現
在
で
常
用
労
働
者
１
～
４
人
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
を
雇
用

し
て
い
る
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
、
労
働
時
間
お
よ
び
労
働
者
数

の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結
果

は
、
小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す

資
料
と
し
て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
県
の

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
調
査
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
調
査
票
に
書
か
れ
た
内

容
は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く

秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

　
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
調
査
に
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
・
鳥
取
県

麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
　
　
　

　
　
　
　
美
術
展
の
ご
案
内

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

６
／
23
㈰

Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｓ　

Ｈ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ

ｉ
ｎ　

Ｔ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
【
公
開
・
有
料
】

29
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

７
／
３
㈬

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

４
㈭

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

５
㈮

鳥
取
山
草
同
好
会　

納
涼
山
野
草
展
【
公
開
】

６
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

10
㈬

歌
の
練
習

14
㈰

☆
ふ
る
ふ
ぃ
す
た
あ
☆
４
周
年
ラ
イ
ブ

「
Ｐ
ｉ
ｎ
ｋ
ｙ　

Ｆ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
」【
公
開
・
有
料
】

15
㈪

歌
の
練
習

ウ
ィ
ッ
グ
展
示
販
売

16
㈫

ウ
ィ
ッ
グ
展
示
販
売

17
㈬

ボ
デ
ィ
メ
イ
ク　

コ
ン
テ
ス
ト

19
㈮

第
33
回　

鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査
　
　
　

　
　
　
　
特
別
調
査
の
実
施
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１
　
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

７
　
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会
▽
県
商
女
性
連

事
務
局
会
議

８
　
環
大
生
×
企
業
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
【
環

境
大
学
・
工
業
部
会
・
鳥
取
県
】
▽
マ
ル

経
融
資
審
査
会
▽
企
画
政
策
委
員
会
▽
青

年
部
例
会
▽
女
性
会
総
務
委
員
会

９
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

10
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
青
年
部

広
報
委
員
会

13
　
流
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
県
青
連
総

会

14
　
運
営
委
員
会
▽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

15
　
運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽

青
年
部
会
員
交
流
委
員
会
▽
女
性
会
例

会
・
役
員
会

16
　
青
年
部
鳥
取
市
長
表
敬
訪
問

17
　
駅
前
梨
の
木
袋
掛
け

20
　
青
年
部
政
策
提
言
オ
ー
プ
ン
委
員
会

21
　
定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

22
　
青
年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会

23
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議

24
　
若
手
経
営
塾

27
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会

28
　
青
年
部
理
事
会

29
　
青
年
部
対
外
交
流
特
別
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　７月16日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

５
月
抜
粋

http://www.tonobu.co.jp/

本社　〒680-0915  鳥取市緑ヶ丘2丁目667-14
　　　ＴＥＬ 0857.24.5872（代）  ＦＡＸ  0857.24.5817　

〒680-0914 鳥取市南安長2丁目697
ＴＥＬ 0857.23.4601　

山根青果株式会社



鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

鳥取商工会議所報 No.760  2024年6月15日発行

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005
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は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


